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SPring-8/SACLA COMMUNICATIONS 

SPring-8利用研究課題審査委員会を終えて 分科会主査報告7 
－先進技術産業応用分科会－ 
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 2019A期から2020B期までの2年間の指定で、重
点研究課題領域指定型「先進技術活用による産業応用
課題」（以下、本課題種）が設けられ、施設外委員4名
と施設内委員 1 名の計 5 名の委員で構成する先進技
術産業応用分科会が申請課題の審査にあたりました。
COVID-19のために2020B期の課題募集がなくなり、
2020A の追加申請課題の審査が行われました。以下
に、当分科会の活動経過等を記します。 
 先進技術活用による産業応用課題は、「産業応用を
志向する実験責任者が、今までに利用経験がない
SPring-8 の測定技術を新たに利活用することによっ
て、高度な課題解決および新たな利用ニーズの発掘を
推進することを目的とした産業利用分野の課題」とさ
れていました[1]。「XAFS測定をしていた方が、初めて
HAXPES測定を行う場合」等複数の事例が示され、課
題申請者にとって初めての手法を使い、成果に結びつ
けるため、申請に先立ってビームライン担当者と相談
することとされ、他分科に先行して、優先的に課題を
採択し、シフト配分を行いました。 
 他の分科同様にレフェリーによる検討を参考にし
て審査を行いました。期間中に30課題の申請があり、
その内17課題を採択しました。コンプトン散乱イメ
ージング実験の提案が多数ありましたが、一般課題を
過度に圧迫しないよう定められた配分シフト数の制
約を受けたり、募集要項で求めている条件を満たして
いないため、当分科としては採択出来なかった課題も
ありました。採択出来なかった課題は一般課題として
審査され、一部は採択されました。 
 申請書に、申請に至るまでの研究概要（何が分かっ
ていて、何が未解明か）や期待するアウトプットだけ
でなく申請課題の実施により得られると考えるアウ
トカムに関する記述の充実を分科会から求めました。 

 分科会は申請された課題の審査が主務ですが、より
多くの方々に活用していただくための方策等に関す
る議論にも時間を割きました。その中で、本課題種の
趣旨を活かすために募集要項に記す事例の充実を行
うとともに、広報活動や日常的にユーザーに接し、ユ
ーザーニーズを理解しているビームライン担当者か
らユーザーへ働きかけることをお願いしました。
SPring-8シンポジウム、産業利用報告会、研修会等で
の広報活動の他、ビームライン担当者やユーザーから
の勧誘活動が行われ、これらは申請数の増に結びつき、
有効に機能したと判断されます。また、事前相談の成
果か、申請書の内容も回を追う毎に充実してきました。
利用経験のない手法への挑戦を促すという性格より、
同一測定技術を利活用する申請は 2 回までとされま
したが、課題終了後に一般課題や成果専有課題を利用
して研究を継続・発展させている例もあり、本課題種
が有効に機能したものと判断出来ます。放射光は重要
な研究ツールの1つとして定着してきましたが、産業
利用に限らず、物質・生命科学等の研究者に対する同
様な活動も日本の研究力強化に有効と考えられます。 
 課題審査にご尽力いただいた委員、制度活用にご尽
力いただき、委員会に向け万全の準備や解析をしてい
ただいたJASRIスタッフの皆様に感謝いたします。 
 
[ 1 ] SPring-8/SACLA利用者情報 23 (2018) 376. 
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